


1 

Ⅰ は じ め に 
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Ⅱ 平成 30 年度事業報告 

 

1．なごや看護生涯学習セミナー 

 担当：杉浦和子、宮内義明 

 
「なごや看護生涯学習セミナー」は、愛知県内の保健医療職者を対象に、より専門性を
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〈内 容〉 

昨年度同様、1 回あたり 2 時間の講義を 2 回シリーズで実施した。到達目標は、①看護

研究の要素や進め方に関する基本的事項の理解、②日常の実践における疑問の文章化、研

究疑問としての表現 ③研究論文を読み、文献を検討する際の視点や考え方を具体的に理
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（2）看護研究いろはの「ろ」 

講  師：山田紀代美（名古屋市立大学看護学部・教授） 
日  時：平成 30 年 10 月
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 (2)記述統計 
模擬データをもとに、度数分布、記述統計（平均値、分散、標準偏差）を計算した。 
さらに、対応の無いｔ検定及び、相関、クロス検定を、データの性質に合わせて用い

ることを説明後、実際に分析を実施した。 
また、データの正規性の有無により、パダ
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（3）看護研究いろはの「は」 
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② データ収集・データ分析の実際（演習） 

 半構成的インタビューを 2 人 1
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【看護実践セミナー】 
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とが大切である。WRAP は不快で苦痛を伴う困難な状態を自分でチェックして、プラン

に沿った対処方法を実行することでそのような困難を軽減、改善あるいは解消するための

系統だったシステムである。 
③ 講義2. WRAPやってみた 

WRAP の目的は、リカバリーの方法、セルフマネジメント技術・戦略を身につけるこ

とである。いつも元気を目指さなければならないのではなく、「いい感じ」の自分を保て

るようにするのが WRAP である。 
WRAP の作り方について実例を紹介しながら説明した。
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２．なごや看護生涯学習公開講演会 

担当：益田美津美、小川雅代、吉松由子
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2）事業の実施状況 

今年度の 4 月案内に対する応募は新規 3 件（スタンダードコース 1 件、ショートコース

2 件）、継続 3 件であった。年間サポートの予定件数を満たして࠰›࠰た甀
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